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～亀津中区　高千穂神社「六月灯」～

地域の声に応え３年ぶりの復活
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藤田善一宮司にみこしが続く

７
月
15
日
、
亀
津
中
央
通
り
で
、
３

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
高
千
穂
神
社

「
六
月
灯
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

住
民
か
ら
復
活
が
望
ま
れ
て
い
た
六

月
灯
を
、
中
区
青
年
団
を
中
心
と
し
た

実
行
委
員
会
が
復
活
さ
せ
、
町
連
合
青

年
団
も
協
力
。
出
店
が
並
び
歩
行
者
天

国
と
な
っ
た
亀
津
中
央
通
り
を
、
高
千

穂
神
社
の
ご
神
体
の
み
こ
し
や
町
連
合

青
年
団
の
み
こ
し
、
保
育
園
・
幼
稚
園

に
よ
る
み
こ
し
が
練
り
歩
き
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
中
高
生
の
合
格
祈
願

に
続
き
伝
統
芸
能
や
ダ
ン
ス
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
会
場
は
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

亀
津
中
区
「

六
月
灯
」
が
３
年
ぶ
り
に
復
活

滞在した武蔵野大学生のみなさん高岡町長から委嘱状を受け取る松田響さん

引き上げた魚に歓声が上がる

７
月
17
日
か
ら
８
月
11
日
に
か
け

て
、
武
蔵
野
大
学
の
１
年
生
５
名
が
花

徳
の
ふ
と
り
農
園
に
て
長
期
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）
を
行
い
ま
し

た
。
実
習
の
最
終
日
に
は
、
学
生
が

滞
在
を
通
し
て
感
じ
取
っ
た
島
の
魅
力

を
世
界
に
発
信
す
る
ア
イ
デ
ア
、
ふ
と

り
農
園
の
公
式
Ｈ
Ｐ
作
成
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
武
蔵

野
大
学
「
徳
之
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
平
成
27
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お

り
、
今
後
も
「
田
ん
ぼ
再
生
・
映
像
制

作
」「
短
期
農
業
体
験
」
が
実
施
予
定

で
す
。

７
月
20
日
、町
は
徳
之
島
高
校
を
「
地

域
創
生
連
携
協
力
校
」
に
委
嘱
し
、
高

岡
町
長
か
ら
徳
之
島
高
校
次
期
生
徒
会

長
の
松
田
響
さ
ん
（
２
年
生
）
に
委
嘱

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

「
島
の
み
ら
い
創
り
教
育
」
の
実
践

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
今
回
の
委
嘱
に

よ
り
、
高
校
の
生
徒
有
志
に
よ
る
地
域

貢
献
サ
ー
ク
ル
活
動
や
、
大
学
と
高
校

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
（
大
学
の
出
前
授

業
や
、
大
学
生
と
の
交
流
活
動
な
ど
）、

高
校
の
授
業
で
の
講
師
派
遣
等
を
通

じ
、
徳
之
島
で
の
魅
力
あ
る
教
育
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま

す
。

７
月
16
日
、
花
徳
里
久
浜
海
岸
で
町

企
画
課
主
催
の
徳
之
島
自
然
体
験
「
復

活
！
地
引
網
漁
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。世

界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
自
然

体
験
第
一
弾
と
な
っ
た
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
、
町
内
小
学
生
の
親
子
84
名
が
参

加
。
花
徳
青
年
団
全
面
協
力
の
も
と
、

参
加
者
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
網
を
引

き
ま
し
た
。

網
に
は
体
長
約
40
㌢
の
獲
物
が
５
匹

か
か
り
、
魚
を
賞
品
に
し
た
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
も
実
施
。
参
加
者
か
ら
は
「
初

め
て
の
経
験
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

武
蔵
野
大
学
生
が
農
園
で
就
業
体
験

徳
之
島
高
校
が
「

地
域
創
生
連
携
協
力
校
」
に

復
活
し
た
地
引
網
漁
で
自
然
体
験
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終始和やかな雰囲気だったコンサート

７
月
20
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

徳
寿
園
で
、
霧
島
国
際
音
楽
祭
み
や
ま

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
in
徳
之
島
の

「
お
で
か
け
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の

馬
原
裕
子
さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
大
迫

貴
さ
ん
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
日
本

の
唱
歌
や
本
格
的
な
オ
ペ
ラ
の
歌
唱

に
、
施
設
の
入
所
者
は
静
か
に
聞
き
入

り
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
当
日
夜
の
文
化
会
館
公
演
で
は

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
の
ア
レ
ク
セ
イ
・

ト
カ
レ
フ
さ
ん
も
加
わ
り
、
一
流
の
演

奏
で
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

徳
寿
園
で
「

お
で
か
け
コ
ン
サ
ー
ト
」

委嘱状を受け取る池本さん

７
月
21
日
、
役
場
町
長
室
で
、
高
岡

町
長
か
ら
池
本
光
子
さ
ん
へ
、
人
権
擁

護
委
員
の
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。池

本
さ
ん
は
平
成
23
年
か
ら
町
の
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
、
今
回

が
３
期
目
。
人
権
相
談
や
学
校
か
ら
の

依
頼
に
よ
る
人
権
教
室
の
講
師
な
ど
、

長
年
に
わ
た
り
活
動
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
良
い
取
り
組
み
を
し
た
い
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

現
在
徳
之
島
町
で
は
４
名
の
人
権
擁
護

委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

人
権
に
つ
い
て
よ
り
良
い
活
動
を

７
月
14
日
か
ら
16
日
に
か
け
、「
第

71
回
県
民
体
育
大
会
・
第
58
回
大
島
地

区
大
会
」
が
大
島
地
区
各
地
で
開
催
さ

れ
、
町
内
か
ら
も
多
く
の
選
手
が
各
競

技
に
出
場
し
ま
し
た
。

徳
之
島
町
で
は
、
７
月
15
日
・
16
日

に
弓
道
競
技
が
、
７
月
16
日
に
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
町
総
合
運
動
公
園

内
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
で
の
結
果
を
受
け
、
８
月
２

日
、
役
場
町
長
室
で
優
勝
報
告
会
が
行

わ
れ
、
団
体
競
技
で
優
勝
を
果
た
し
た

剣
道
競
技
と
弓
道
競
技
の
関
係
者
が
役

場
を
訪
れ
、
県
大
会
へ
の
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

ま
た
相
撲
競
技
の
高
校
生
の
部
に
お

い
て
も
、
徳
之
島
町
が
優
勝
の
栄
冠
に

輝
き
ま
し
た
。

剣
道
・
弓
道
・
相
撲
（
高
校
の
部
）
が
地
区
大
会
優
勝

徳之島町で開催された弓道競技

優勝した剣道競技の皆さん

優勝した弓道競技の皆さん
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ＩＵＣＮ（国際自然保護連合）

による現地視察が実施されます

～小笠原諸島での現地視察の話～

後世へ引き継ぐべき人類共通の「 世界自然遺産 」

その登録の可否まで、 残り一年を切りました。

徳之島、 奄美大島、 沖縄島北部及び西表島は、 平成３０年夏の世界自然遺産登録を目指し

ています。登録までの審査の一環として、今秋にも世界遺産委員会の諮問機関であるＩＵＣＮ(国

際自然保護連合） の専門家による現地視察が実施されます。

現地視察では、 世界自然遺産推薦区域である井之川岳や天城岳等の山岳部を中心に視察

が実施される予定となっており、 世界自然遺産としての価値が証明されること、 その価値が

守られる保護管理体制が確立されているかが問われます。

私たちの生活に関する部分では、 犬や猫などのペットが適正に飼育されているかが鍵とな

ります。 その理由は、 本来徳之島に居なかった動物が

ペットとして持ち込まれ、 人の手により山中に捨てられ

たり、 自ら山に生息域を移すなど野生化することで希

少な動物を食べてしまうことに原因があります。 その

中でも、 猫はネズミなどを捕獲するハンターとしての

運動能力が優れており、 アマミノクロウサギやトクノシ

マトゲネズミなどは簡単に餌食となってしまいます。

世界自然遺産登録推薦地の島として、 地域住民自らの手で貴重な生態系を壊すことがない

よう、 あらためて生きものの飼い方について考えてみませんか？

平成２３年に世界自然遺産登録された小笠原諸島での現地視察では、 視察したＩＵＣＮの委員

より次のような言葉が地域に投げかけられました。

遺産登録を目指す私たちの地域でも同じことが当てはまり、 登録となれば世界から注目を

浴び、 その取り組みは世界の目にさらされます。 今回の視察では、 ＩＵＣＮの専門家から徳之島

に対してどのような言葉が投げかけられるのでしょうか。

「いったん世界遺産になると、　～中略～　世界中の人たちが小笠原に注目すること

になります。従って、小笠原という場所が東京の眼だけで見られるわけではなく、世

界の目で注目されることになります。ここでどのようなことが行われるかといった、

良い意味で世界にさらされることになります。」

クロウサギを捕食するネコ
（写真提供：環境省徳之島自然保護官事務所）
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　徳和瀬・美農里館横の「ふれあい農園」の貸し出しを下記の内容で行います。

　ご希望の方は　農林水産課農産係まで連絡ください。なお、募集は定員になり次第締め切らせて

いただきます。

【貸し出し期間】　　平成 29 年 10 月～平成 30 年 8 月まで

【貸し出し料金】　　１区画 0.5a につき 1，100 円

【貸し出し面積】　　6 区画３a（１区画は 0.5a です）

【申   込   期   限】　　平成２９年９月２０日 ( 水 )

※契約途中での料金の払い戻しはありませんのでご注意

ください。

○お問い合わせ先

　町農林水産課　農産係　　電話　０９９７－８２－１１１１（内線２４１）

作物を育ててみませんか
ふれあい農園の貸し出しについて

農 業

　農林水産課では、平成 27 年度より地域資源生産実証委託事業を実施しています。

　この事業は、徳之島地域に自生する作物で栽培技術が確立していない品目の栽培技術を確立する

為に栽培を委託し、振興作物として定着させる事を目的としています。

　下記の内容で委託農家の方を募集します。ご希望の方は町農林水産課農産係までお問い合わせく

ださい。

【申込期限】　　平成２９年９月２０日 ( 水 )

【内　　容】　　つわぶきの栽培委託

【対  象  者】　　町内在住の農家の方

※委託費 ( 実証面積、必要資材等 ) は農家選定後、

　予算の範囲内で検討させて頂きます。

徳之島町地域資源生産実証委託事業
つわぶき栽培委託農家の募集について

農 業

○お問い合わせ先

　町農林水産課　農産係　　電話　０９９７－８２－１１１１（内線２４２）
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毎
年
、
９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺
予
防
週
間
で
す
。

平
成
28
年
は
全
国
で
約
２
万
２
千
人
、
県
内
で
は
約

３
０
０
人
の
人
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
気
が
沈
ん
だ
り
、
不
眠

等
の
う
つ
症
状
や
、
原
因
不
明
の
体
調
不
良
が
続
く
な

ど
、
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
、
自
分
の
周
り
に
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
自
殺
を

考
え
て
い
る
人
の
存
在
に
気
づ
き
、
専
門
家
に
つ
な
ぎ
、

見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
殺
は
決
し
て
個
人
の
問
題
で
は
な
く
、
身
近
な
社

会
問
題
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
の
命
、
大
切
な
人

の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
県
自
殺
予
防
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
―
２
２
８
―
９
５
５
８

○
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
―
２
１
８
―
４
７
５
５

○
こ
こ
ろ
の
電
話

☎
０
９
９
―
２
２
８
―
９
５
６
６

○
徳
之
島
保
健
所

☎
０
９
９
７
―
８
２
―
０
１
４
９

知
っ
て
い
ま
す
か
？

自
殺
予
防
週
間
に
つ
い
て

町
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
83
―
３
１
２
１

問

か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
を
ほ
ぐ
す

筋
膜
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
は
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
か
ら
だ

が
軽
く
な
れ
ば
不
思
議
と
こ
こ
ろ
も
軽
く
な
り
ま

す
。ダ

イ
エ
ッ
ト
な
ど
に
も
効
果
を
発
揮
す
る
、
今
話

題
の
「
筋
膜
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
で
、
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ

の
コ
リ
を
ほ
ぐ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
は
無
料
で

す
。
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
、

日
々
の
生
活
に
セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
取
り
入
れ

ま
し
ょ
う
。

●
日
時
＝
９
月
28
日
（
木
）

　

午
後
７
時
～
９
時
（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
～
）

●
場
所
＝
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）
２
階
和
室

●
対
象
＝
徳
之
島
町
に
お
住
ま
い
の
方

●
講
師
＝
水
科
江
利
子
先
生

（
一
般
社
団
法
人
セ
ル
フ
ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
代
表
理
事
）

※
先
着
50
名
の
参
加
と
い
た
し
ま
す
。
参
加
ご
希
望

の
方
は
、
お
早
め
に
町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

自殺
対策

健 康

平
成
28
年
度
に
大
島
消
費
生
活
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ

た
相
談
で
最
も
多
か
っ
た
内
容
は
「
通
信
販
売
」
に
関

す
る
も
の
で
し
た
。
通
信
販
売
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な

い
よ
う
、
事
前
の
確
認
が
大
切
で
す
。

○
通
信
販
売
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
一
定
期

間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
を
解
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
）
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
事
業
者

が
示
す
条
件
を
確
認
し
た
う
え
で
購
入
し
ま
し
ょ

う
。

○
特
定
商
取
引
法
で
は
、
事
業
者
は
返
品
の
可
否
・

期
間
等
の
条
件
な
ど
の
返
品
特
約
を
表
示
す
る
よ

う
事
業
者
に
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
購
入
前
に
返

品
特
約
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
実
体
の
な
い
詐
欺
的
な

サ
イ
ト
が
見
ら
れ
ま
す
。

事
業
者
の
名
称
、
所
在
地

等
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い

サ
イ
ト
で
の
買
い
物
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

購
入
前
に
確
認
を

通
信
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

企
画
課　

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問
消費者

相談窓口

町
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
83
―
３
１
２
１

問

消費者庁イラスト集より
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○
納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
　
軽
自
動
車
税

総
務
省
統
計
局
・
鹿
児
島
県
・
徳
之
島
町
で
は
、
10

月
１
日
現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
対
象
は
無
作
為
に
選
ば
れ
、
調
査
を
お
願
い
す

る
世
帯
に
は
、
９
月
下
旬
に
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
書

類
を
お
配
り
し
ま
す
。
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
の
記
入
内
容
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て

厳
重
に
保
護
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
簡
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回

答
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

■
調
査
事
項

【
す
べ
て
の
方
】
男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
育
児
・

介
護
の
有
無
な
ど

【
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
る
方
】
仕
事
内
容
な
ど

【
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
な
い
方
】
就
業
希
望
の
有

無
な
ど

調
査
結
果
は
次
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
育
児
、
介
護
・
看
護
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た
め

○
雇
用
に
関
す
る
各
種
施
策
の
企
画
・
立
案
の
た
め

○
少
子
化
対
策
の
た
め

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

就
業
構
造
基
本
調
査
の
実
施

町
企
画
課　

広
報
統
計
係　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問 調 査

徳
之
島
町
で
は
各
種
税
金
・
使
用
料
の
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
指
定
し
た
金
融
機
関

が
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
え
て
、

納
付
い
た
し
ま
す
。
一
般
的
に
手
続
き
は
一
度
で
、
翌

年
度
以
降
は
自
動
的
に
更
新
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
期
の

た
び
に
金
融
機
関
な
ど
へ
行
く
手
間
が
省
け
て
大
変
便

利
で
す
。

■
必
要
な
物

・
口
座
振
替
依
頼
書

（
役
場
収
納
対
策
課
、
ま
た
は
各
金
融
機
関
に
あ
り

ま
す
。）

・
預
貯
金
の
通
帳

・
届
出
印

■
取
り
扱
い
金
融
機
関

・
鹿
児
島
銀
行

・
奄
美
大
島
信
用
金
庫

・
奄
美
信
用
組
合

・
九
州
労
働
金
庫

・
あ
ま
み
農
業
協
同
組
合

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
徳
之
島
島
外
の
方
で
、
口
座
振
替
を
申
請
さ
れ
る
方

は
口
座
振
替
依
頼
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。
収
納
対

策
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
但
し
上
記
金
融
機
関
の
み
御
利
用
可
能
で
す
。）

■
振
替
日

・
町
税
（
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
）

○
納
付
月
の
25
日
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）

○
納
付
月
の
28
日

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
金
融
機
関
）

※
振
替
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
が
振

替
日
と
な
り
ま
す
。

※
残
高
不
足
等
に
よ
り
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
再
引
落
し
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
督
促
状

が
発
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
引
落
し
前
日
ま
で
に
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

町
税
の
納
付
は
口
座
振
替
を

町
収
納
対
策
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
・
１
７
３
）

問

税 金
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国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学

等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ

ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

●
ご
融
資
額
＝
お
子
さ
ま
１
人

に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

●
金
利
＝
年
１
．
８
１
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
、
年

１
．
４
１
％
（
平
成
29
年
６

月
30
日
現
在
）

●
ご
返
済
期
間
＝
15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年

以
内

詳
し
く
は
国
の
教
育
ロ
ー
ン

Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
教

育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
教
育

ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎　

０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は

（
03
）
５
３
２
１
―
８
６
５
６

小
学
校
３
年
生
～
高
校
生
の
た

め
の
冬
休
み
海
外
研
修
交
流
事

業
参
加
者
募
集

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少

年
研
修
協
会
で
は
、
５
コ
ー
ス

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

海
外
生
活
を
通
し
て
交
流
を

体
験
し
、
国
際
感
覚
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
お

ひ
と
り
で
ご
参
加
に
な
る
方
や
、

は
じ
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る
方

が
７
割
以
上
ご
参
加
さ
れ
ま
す
。

事
前
研
修
会
で
は
仲
間
作
り
か

ら
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。

●
内
容
＝
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ク

リ
ス
マ
ス
体
験
・
英
語
研
修
・

文
化
交
流
・
地
域
見
学
・
野

外
活
動
等

※
コ
ー
ス
に
よ
り
体
験
内
容
を

お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

●
研
修
国
＝
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

●
日
程
＝
12
月
24
日
（
日
）
～

１
月
４
日
（
木
）
の
う
ち
６

～
10
日
間

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
対
象
＝
小
学
３
年
生
～
高
校

３
年
生
の
方
ま
で

※
コ
ー
ス
に
よ
り
対
象
学
年
が

異
な
り
ま
す
。

●
定
員
＝
各
グ
ル
ー
プ
15
名

●
参
加
費
＝
22
万
８
千
円
～

42
万
８
千
円

●
締
切
＝
11
月
１
日(

水)

締
め
切
り
ま
で
す
べ
て
受
付

し
ま
す
。（
10
月
25
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
の
方
は
、
早
期

割
引
１
万
円
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請

求
＝
公
益
財
団
法
人
国
際

青
少
年
研
修
協
会
☎
（
03
）

６
４
１
７
―
９
７
２
１

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
募
集
期
間
＝
９
月
29
日
（
金
）　

～
11
月
１
日
（
水
）
正
午

こ
の
募
集
期
間
に
合
わ
せ
、

事
業
概
要
の
説
明
や
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
体
験
談
・
活
動
紹
介

を
行
う
「
体
験
談
＆
説
明
会
」

が
各
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
青
年
海
外
協
力
隊
応
募
資
格

＝
生
年
月
日
が
１
９
７
７
年

11
月
２
日
か
ら
１
９
９
８
年

４
月
１
日
ま
で
（
２
０
１
８

年
４
月
１
日
時
点
で
満
20
歳

以
上
か
つ
２
０
１
７
年
11
月

１
日
時
点
で
満
39
歳
以
下
）

の
日
本
国
籍
を
持
つ
方

●
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
応
募
資
格
＝
生
年
月
日
が

１
９
４
７
年
11
月
２
日
か
ら

１
９
７
７
年
11
月
１
日
ま
で

（
２
０
１
７
年
11
月
１
日
時
点

で
満
40
歳
か
ら
満
69
歳
ま
で
）

の
日
本
国
籍
を
持
つ
方

詳
し
い
内
容
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。  

（https://w
w

w
. jica.

go.jp/volunteer/index.htm
l

）

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
【
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
九
州
】
市
民
参
加
協
力

課
☎
０
９
３
―
６
７
１
―

６
３
１
１
（
又
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

デ
ス
ク
鹿
児
島
☎
０
９
９
―

２
２
１
―
６
６
２
４
）

公
証
週
間
の
お
知
ら
せ

10
月
１
日
～
７
日
は
公
証
週

間
で
す
。
遺
言
や
各
種
契
約
書

は
公
正
証
書
で
作
成
し
ま
し
ょ

う
。近

年
、
遺
産
相
続
を
め
ぐ
る

争
い
や
、
金
銭
、
老
後
の
財
産

管
理
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
遺
言
や
教
育

費
の
支
払
、
金
銭
消
費
貸
借
、

土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
契
約
、

任
意
後
見
契
約
な
ど
、
遺
言
や

大
切
な
各
種
契
約
を
公
正
証
書

で
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
紛
争
を
未
然
に
防
止

し
、
あ
な
た
の
財
産
や
権
利
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
、
老
後
を
快
適
に
過
ご

す
た
め
に
、
遺
言
公
正
証
書
や
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任
意
後
見
契
約
公
正
証
書
の
作

成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

名
瀬
公
証
人
役
場
で
無
料
相

談
を
希
望
す
る
方
は
、
電
話
で

の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

け
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
名
瀬
公
証

人
役
場
（
奄
美
市
名
瀬
幸
町
12

番
22
号
）
☎
０
９
９
７
―
（
52
）

―
２
６
６
１

【
中
小
企
業
を
弁
護
士
が
応
援
し

ま
す
】
ひ
ま
わ
り
ほ
っ
と
法
律

相
談
会
の
ご
案
内

日
本
弁
護
士
連
合
会
と
全
国

の
弁
護
士
会
は
毎
年
９
月
に
経

営
者
向
け
無
料
法
律
相
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

企
業
経
営
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
ご
相
談
に
企
業
の
相
談
に
詳

し
い
弁
護
士
が
無
料
で
お
答
え

し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
日
時
＝
９
月
15
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時
（
面

談
受
付
は
午
後
２
時
30
分
ま

で
）

●
場
所
＝
鹿
児
島
県
弁
護
士
会

館
●
電
話
で
の
法
律
相
談
＝

☎
０
９
９
―
２
２
３
―

３
３
４
４
（
相
談
当
日
の
み

使
用
可
能
）

●
面
談
で
の
法
律
相
談
予
約

＝
☎
０
９
９
―
２
２
６
―

３
７
６
５

当
日
ご
都
合
が
合
わ
な
い
方

は
、
弁
護
士
と
の
面
談
相
談
の

予
約
受
付
サ
ー
ビ
ス
「
ひ
ま
わ

り
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
☎
０
５
７
０
―

０
０
１
―
２
４
０
※
電
話
料
金

が
か
か
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島

県
弁
護
士
会
☎
０
９
９
―

２
２
６
―
３
７
６
５

　徳之島地区消防組合における救急件数は依然

として年々増加し続け、平成２８年中の救急

出動件数は 1,699 件、平成２９年１月から８月

１４日現在 1,106 件となっており、今後さらに

増え続けると予想されます。

　徳之島地区消防組合では、１１９番通報で救

急車の要請を受けると、対応可能な最も近くの

救急車を出動させます。救急要請が増加すると

近くの救急車が出動中となり、遠くから救急車

が出動することとなり、到着までに時間が必要

となります。利用者の中には、

　①軽い病気やけが　②二日酔いで頭が痛い　

　③入院のための医療機関までの利用

　④救急車で行くとすぐに診てもらえる

といった、緊急性の低い救急要請も見受けられ

ます。救急車を呼ぶ前に、本当に救急車で病
院に行かなければいけないのか、もう一度
考えてみてください。

ひとりひとりの大切な命を救うために、救急車の適正な利用をお願いします。
救急車の適正利用について

徳之島地区消防組合



– 10 –広報とくのしま 2017 年 9月号

○
赤
ち
ゃ
ん
の
暮
ら
し
を
考
え
る

○
赤
ち
ゃ
ん
の
ス
タ
イ
作
り

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

個
別
健
診
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
９
月
11
日
（
月
曜
日
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
健
康
手
帳
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
検
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
９
月
21
日
（
木
曜
日
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

お
待
ち

 

し
て
ま
す
！

１
に
運
動 

２
に
食
事

し
っ
か
り
禁
煙 

最
後
に
ク
ス
リ

「
糖
尿
病
」、「
が
ん
」、「
心
臓
病
」、「
脳
卒
中
」

な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
増
加
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
今
は
元
気
で
ど
こ
も
悪
く
な
い
」「
自
分
は
健

康
で
大
丈
夫
！｣

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
と
い
っ
た
自
覚
症
状
が
な
い
時
か
ら
健
康

づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
、
将
来
の
健
康
寿
命
を　

延
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

徳之島町保健センター　電話 :0997-83-3121

９
月
は
健
康
増
進

　

普
及
月
間
で
す
！

　

７
月
・
８
月
の
集
団
健
診
で
特
定
健
診
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
９
月
か
ら
医
療
機
関
で
の
個

別
健
診
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

健
診
を
受
け
る
際
に
は
受
診
券
が
必
要
で
す
。
対
象

の
方
に
は
受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確

認
の
上
、
必
ず
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
か
ら
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

国
保
で
平
成
29
年
度
中
に
40
歳
～
74
歳
に
な
る
方

（
平
成
29
年
４
月
１
日
時
点
で
国
保
の
方
）

●
期
間

　

平
成
29
年
９
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日

●
医
療
機
関

　

い
な
だ
整
形
・
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
徳
之
島
診
療
所
、

徳
之
島
徳
洲
会
病
院
、
宮
上
病
院

対 象 ： ３ ０ ～ ３ ９ 歳 国 保
　 　 　 ４ ０ ～ ７ ４ 歳 国 保
時 間 ： 午 前 ７ 時 ～ ９ 時
場 所 ： 保 健 セ ン タ ー

塩 分 を 減 ら し 、 野 菜 料 理 を あ と １ 皿 取 り
入 れ ま し ょ う ！

タ バ コ を 吸 う 方 は 禁 煙 を ！
タ バ コ を 吸 わ な い 方 は 受 動
喫 煙 に 気 を つ け ま し ょ う 。

※平成２９年４月２日以降に
国保になった方で、健診を希
望される方は保健センターま
でご連絡ください。（厚生連
健診のみとなります。）

１０月３日・４日は
厚生連健診です

健康づくりのポイント①運動

健康づくりのポイント②食事

健康づくりのポイント③禁煙

40
歳
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
の
方
、

特
定
健
診
は
お
済
み
で
す
か
？

今よりプラス 10 分、
身体を動かしましょう！
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今月の表紙

３年ぶりに復活した亀津中区での
「六月灯」。３年前までは中区中央通

り会（商店街組織）主催の祭と併催
されていましたが、開催が途切れて
いました。今回中区青年団や町連合
青年団が奮起。行事の復活に取り組
み、地域の声に応えました。、

き
ま
い
た
り
ち
ゅ

―
元
気
な
集
落
―

Ｆａｉｌ．12

大原集落

■
人
口
：
33
人　

■
世
帯
数
：
18
戸

大
原
集
落
は
井
之
川
岳
の
南
に
位
置

し
、
入
植
に
よ
り
誕
生
し
た
集
落
で

す
。　
　
（
国
勢
調
査
に
基
づ
く
推
計
人
口
）

大
原
集
落
は
、
井
之
川
岳
の
南
側
に
位
置
し
、
広
大
な
農

地
と
国
立
公
園
地
域
を
有
す
る
自
然
豊
か
な
集
落
で
す
。

大
原
地
区
誕
生
の
歴
史
は
昭
和
30
年
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。
昭
和
33
年
、
鹿
児
島
県
か
ら
県
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
と
し
て
特
定
開
発
地
域
の
指
定
を
受
け
る
と
、
昭
和
38

年
に
着
工
さ
れ
、
昭
和
40
年
11
月
25
日
に
完
成
。
当
時
の
秋

武
喜
祐
治
町
長
に
よ
り
「
大
原
」
と
命
名
さ
れ
、
島
内
外
か

ら
大
規
模
農
業
を
志
し
て
40
戸
が
入
植
し
、
大
原
集
落
が
誕

生
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
に
は
大
原
集
落
が
誕
生
し
て
半
世
紀
が
経
ち
、

「
大
原
入
植
50
周
年
記
念
祝
賀
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
平
成
28
年
４
月
に
は
入
植
当
時
の
記
念
碑
の
移
転
と
と
も

に
入
植
50
周
年
の
記
念
碑
も
建
立
さ
れ
、
開
拓
者
魂
が
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

大原地区の山中にある通称「電波塔」からの眺望。徳之島
の雄大な自然を見渡すことができます。

入
植
記
念
の
新
旧
石
碑
。
移
設
・

新
設
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
人
が
大

原
を
知
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

題
字
紹
介
番
外
編
の
第
二
弾
。

昭
和
34
年
９
月
５
日
に
発
行
さ
れ
た
、「
広

報
と
く
の
し
ま
第
６
号
」
の
題
字
で
す
。
題

字
の
欄
に
は
木
や
山
、
船
な
ど
が
描
か
れ
、

南
の
島
ら
し
い
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

地域サロンで楽しそうに活動する大原集落のみなさん
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■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

広
報
と
く
の
し
ま
　
2017．

9
月
号
　
№
520

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

き
れ
い
に
剪
定
さ
れ
た
庭
の
盆
栽
に

囲
ま
れ
な
が
ら
、
毎
日
キ
ビ
畑
ま
で
バ

イ
ク
で
通
い
農
作
業
を
し
、
夕
方
は
庭

の
盆
栽
に
水
を
や
る
の
が
毎
日
の
日
課

だ
と
妻
の
ま
さ
子
さ
ん
と
笑
顔
で
話
す

保
井
さ
ん
。
と
て
も
仲
の
良
い
ご
夫
婦

で
す
。

子
ど
も
た
ち
も
独
立
し
て
夫
婦
二
人

の
生
活
と
な
り
、
妻
の
ま
さ
子
さ
ん
が

豊
さ
ん
の
体
の
こ
と
を
考
え
て
作
る
毎

日
の
食
事
、
酒
の
つ
ま
み
、
ビ
ー
ル
が

健
康
の
源
だ
そ
う
で
す
。「
こ
の
ビ
ー

ル
が
飲
め
な
く
な
れ
ば
畑
仕
事
も
で
き

な
く
な
る
」
と
笑
い
な
が
ら
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

わっきゃまちの
今月のきまいたりっちゅは、
保井　豊さん
（８８歳）井之川

鹿児島県・徳之島町


